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機能と品質のっくり方ー設計のための実験ができますか?日

岡山県立大学准教授大西謙吾

機械システム工学科 3年次対象 担当教員・中西義孝

この特別講演は平成 22年2月 12日(金)に「機能と品質のっくり方一設計のための実験ができますか?

一」と題して、熊本大学工学部機械システム工学科の授業科目 「フ。ロジェク ト実習第二」の中の一つの講義

に割り 当てて行われた。受講対象者は機械システム工学科3年次生である。受講者は学部生約 120名で、あっ

た。 (写真)

大西謙吾准教授の専門は医用生体工学やリハビリテーション工学を中心とする医工学であるが、講演では

ヒト手掌の非接触三次元計測データから CAD/CAMの実用モデ、ルに変換するデ、ジタノレ設計メソッドに関して、

品質工学やタグチメソッ ドの一部として知られるパラメータ設計が有用であるということを例示された。話

題の導入では自動車メーカに係わる時事問題をとりあげられ、設計という言葉の概念を改めて考える機会を

与えていただいた。

学生が最も感銘を受けたことがらとして、 「品質工学」と「品質管理」が違うというお話があげられるの

ではないだろうか。我々の身の回りにあふれる製品は「品質管理」をクリアしたものであることが多い。こ

れは我々にも理解しやすい。 I品質工学」とは冗長性のある使用(操作)をしても、同じ動作が発現するよ

うにする学問体系であり、これこそが研究または発明品がまず始めにク リアすべき関門なのではないか?と

いうことを改めて考えさせられた。
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